
令　和　８　年　度

網走市公共下水道枝線管渠布設替工事

一般国道39号、244号

数 量 計 算 書

令　和　８　年　４ 月
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ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 管渠工(開削)

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

管路土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ ㎥ 118 54 64

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ ㎥ 74 31 43

(発生土処理) BH山積0.13(平積0.10)㎥+2tDT ㎥ ㎥ 37 20 17

管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ200(RR) ｍ ｍ 37 37

VUφ250(RR) ｍ ｍ 29 29

マンホール削孔接続 φ250 t=150 箇所 箇所 1 1

【資材】

直管(片受) VUφ200(RR) L=4 000 本 本 12 12

VUφ250(RR) L=4 000 本 本 8 8

直管(プレーンエンド) VUφ200 L=1184 本 本 (1) (1) 残管使用

ベンド(片受) VUφ200 θ=5 5/8° 個 個 3 3

陶管用継手 φ250用 個 個 1 1

両受ソケット VU(RR)φ250用 L=550～600 個 個 特注品 1 1

管基礎工 砂基礎 VUφ200 ｍ ｍ 37 37

VUφ250 ｍ ｍ 29 29

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 掘削幅0.95m ｍ ｍ 15 15

掘削深2.0m以下 掘削幅1.00m ｍ ｍ 19 19

掘削深2.0m以下 掘削幅1.60m ｍ ｍ 6 6

掘削深1.5m以下 掘削幅1.70m ｍ ｍ 22 22

掘削深2.0m以下 掘削幅2.00m ｍ ｍ 5 5

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 【①区間】 【②区間】 備　　考



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 マンホール工

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

小型マンホール工 小型マンホール(塩化ビニル製) マンホール径300mm 箇所 箇所 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 本管径200mm 3 3

鋳鉄製防護蓋設置費有

箇所 箇所 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 本管径250mm 3 3

鋳鉄製防護蓋設置費有

箇所 箇所 底部会合形式 マンホール深さ2m以下 本管径200mm 3 3

鋳鉄製防護蓋設置費有

箇所 箇所 底部会合形式 マンホール深さ2m以下 本管径250mm 2 2

鋳鉄製防護蓋設置費有

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 【①区間】 【②区間】 備　　考



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 取付管およびます工

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

取付管路土工 (管路掘削) m3 m3 0.3 0.3

(管路埋戻) m3 m3 機械投入埋戻し 0.1 0.1

(発生土処理) m3 m3 0.2 0.2

取付管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ100(RR) ｍ ｍ 0.2 0.2

VUφ200(RR) ｍ ｍ 0.4 0.4

【資材】

硬質塩化ビニル管 VUφ100(RR) 取付管形 L=800 本 本 1 1

取付管基礎工 砂基礎 VUφ100 ｍ ｍ 0.6 0.6

VUφ200 ｍ ｍ 0.4 0.4

備　　考

BH山積0.13(平積0.10)㎥

BH山積0.13(平積0.10)㎥+2tDT

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 【①区間】 【②区間】



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 付帯工

2-1

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

アスファルト舗装復旧工 凍上抑制層(歩道部) 再生骨材0～40mm級 t=270 ㎡ ㎡ 114 57 57

表層(歩道部)
再生 密粒度アスコン t=30
プライムコート ㎡ ㎡ 114 57 57

凍上抑制層(車道部) 火山灰 t=350 ㎡ ㎡ 0.1 0.1

下層路盤(車道部) 再生骨材40mm級 t=500 ㎡ ㎡ 0.1 0.1

上層路盤(車道部)
再生アスファルト安定処理
t=60 プライムコート ㎡ ㎡ 0.1 0.1

基層(車道部)
再生 粗粒度アスコン
t=50 タックコート ㎡ ㎡ 0.1 0.1

表層(車道部)
再生 密粒度アスコン
t=40 タックコート ㎡ ㎡ 0.1 0.1

コンクリート舗装復旧工 C-4 t=150 ㎥ ㎥ 0.04 0.04

縁石復旧工 車道用縁石 Ⅰ型 有材使用 ｍ ｍ 2 2

舗装止縁石 有材使用 ｍ ｍ 62 35 27

作業土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ ㎥ 42 12 30

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ ㎥ 38 9 29

(発生土処理) BH山積0.13(平積0.10)㎥+2tDT ㎥ ㎥ 2 2

(不足土) BH山積0.13(平積0.10)㎥+2tDT ㎥ ㎥ 2 2

構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し 鉄筋構造物 ㎥ ㎥ 0.01 0.01

無筋構造物 ㎥ ㎥ 1 0.5 0.5

舗装版破砕工 (舗装版切断) As t=15cm以下 ｍ ｍ 5 5

舗装版破砕 As t=15cm以下 ㎡ ㎡ 1 1

構造物撤去工 (ヒューム管撤去) φ200 W=103kg/本(2m) ｍ ｍ 37 37

φ250 W=131kg/本(2m) ｍ ｍ 30 30

(マンホール撤去) φ600×φ900×H1850 箇所 箇所 2 2

(公共桝撤去) φ300×H1080 箇所 箇所 3 3

RCφ300×H1000 箇所 箇所 2 2

(インターロッキングブロック撤去) 200×200×60 ㎡ ㎡ 113 57 56

(車道用縁石Ⅰ型撤去) 200/260×250×790 W=100kg/本(0.79m) ｍ ｍ 2 2 再設置有り

(舗装止縁石撤去) 150×170×590 W=35kg/本(0.59m) ｍ ｍ 62 35 27 再設置有り

運搬処理工 (殻運搬) コンクリート(有筋) ㎥ ㎥ 4 1 3

(t) (t) 8.8 2.2 6.6

コンクリート(無筋) ㎥ ㎥ 8 4 4

(t) (t) 18.4 9.2 9.2

アスファルト ㎥ ㎥ 0.03 0.03

(t) (t) 0.1 0.1

鉄くず t t 0.3 0.1 0.2

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 【①区間】 【②区間】 備　　考



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 付帯工

2-2

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

運搬処理工 (殻処分) コンクリート(有筋) ㎥ ㎥ 4 1 3

(t) (t) 8.8 2.2 6.6

コンクリート(無筋) ㎥ ㎥ 8 4 4

(t) (t) 18.4 9.2 9.2

アスファルト ㎥ ㎥ 0.03 0.03

(t) (t) 0.1 0.1

鉄くず t t 0.3 0.1 0.2

産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート(有筋)受入費 t t 8.8 2.2 6.6

コンクリート(無筋)受入費 t t 18.4 9.2 9.2

アスファルト ㎥ ㎥ 0.1 0.1

鉄くず受入費 t t 0.3 0.1 0.2

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 掘削幅0.80m ｍ ｍ 15 15

掘削深2.0m以下 掘削幅0.85m ｍ ｍ 16 16

掘削深2.0m以下 掘削幅1.80m ｍ ｍ 4 4

備　　考

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 【①区間】 【②区間】



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 支障物件

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

宅地境界標 箇所 箇所 SP2.17(L) 撤去・再設置 1 1

備　　考

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 【①区間】 【②区間】



令　和　８　年　度

網走市公共下水道枝線管渠布設替工事

一般国道39号、244号

【①区間】

数 量 計 算 書

令　和　８　年　４ 月

網　　走　　市
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1.　数　量　集　計　表



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 管渠工(開削)

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

管路土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ ㎥ 54

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ ㎥ 31

(発生土処理) BH山積0.13(平積0.10)㎥+2tDT ㎥ ㎥ 20

管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ200(RR) ｍ ｍ 37

マンホール削孔接続 φ250 t=150 箇所 箇所 1

【資材】

直管(片受) VUφ200(RR) L=4 000 本 本 12

直管(プレーンエンド) VUφ200 L=1184 本 本 (1) 残管使用

ベンド(片受) VUφ200 θ=5 5/8° 個 個 3

管基礎工 砂基礎 VUφ200 ｍ ｍ 37 1-1

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 掘削幅0.95m ｍ ｍ 15

掘削深1.5m以下 掘削幅1.70m ｍ ｍ 22

備　　考

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 マンホール工

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

小型マンホール工 小型マンホール(塩化ビニル製) マンホール径300mm 箇所 箇所 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 本管径200mm 3 2-1～2-2,2-4

鋳鉄製防護蓋設置費有

小型マンホール(塩化ビニル製) マンホール径300mm 箇所 箇所 底部会合形式 マンホール深さ2m以下 本管径200mm 3 2-3

鋳鉄製防護蓋設置費有

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 備　　考



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 付帯工

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

アスファルト舗装復旧工 凍上抑制層(歩道部) 再生骨材0～40mm級 t=270 ㎡ ㎡ 57

表層(歩道部)
再生 密粒度アスコン t=30
プライムコート ㎡ ㎡ 57

縁石復旧工 舗装止縁石 有材使用 ｍ ｍ 35 3-1

作業土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ ㎥ 12

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ ㎥ 9

(発生土処理) BH山積0.13(平積0.10)㎥+2tDT ㎥ ㎥ 2

構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し 鉄筋構造物 ㎥ ㎥ 0.01

無筋構造物 ㎥ ㎥ 0.5

構造物撤去工 (ヒューム管撤去) φ200 W=103kg/本(2m) ｍ ｍ 37

(公共桝撤去) φ300×H1080 箇所 箇所 3

(インターロッキングブロック撤去) 200×200×60 ㎡ ㎡ 57

(舗装止縁石撤去) 150×170×590 W=35kg/本(0.59m) ｍ ｍ 35 再設置有り

運搬処理工 (殻運搬) コンクリート(有筋) ㎥ ㎥ 1

(t) (t) 2.2

コンクリート(無筋) ㎥ ㎥ 4

(t) (t) 9.2

鉄くず t t 0.1

(殻処分) コンクリート(有筋) ㎥ ㎥ 1

(t) (t) 2.2

コンクリート(無筋) ㎥ ㎥ 4

(t) (t) 9.2

鉄くず t t 0.1

産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート(有筋)受入費 t t 2.2

コンクリート(無筋)受入費 t t 9.2

鉄くず受入費 t t 0.1

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 掘削幅0.80m ｍ ｍ 15

備　　考

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計



2.　内　訳　数　量　表



内訳数量表

種別(レベル３) ： 管基礎工 37.2 ｍ当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 10m当り

砂基礎 人力施工 ｍ3 13 3.60

(床仕上げ) 人力 ｍ2 35 9.50

種別(レベル３) ： 小型マンホール工 No1小型マンホール工 1 箇所当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 1箇所当り

【労務】

小型マンホール設置工 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 箇所 1 1 マンホール深0.87m

本管径200mm 鋳鉄製防護蓋設置費有

【資材】

塩ビ製小型マンホール 個 1 1

立上り管 VUφ300 L=400 本 1 1

防護蓋 φ400 FCD製 T-14 個 1 1

鉄蓋+受枠

台座 個 1 1

リング 個 1 1

内蓋 塩ビ製φ300用 個 1 1

自在継手 VUφ200(RR)用 個 1 1

再生骨材 φ0～40mm級 t=90 m2 1 0.73

φ200-300h (RR) 30°曲り右

再生プラスチック φ610×φ550×60

発砲ポリエチレン φ318×φ400×60

1-1　汚水管基礎(VUφ200)　数量表

規　　　　　格

(レベル５)

2-1　小型マンホール工(塩ビ製)　数量表

耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製

(レベル５)

規　　　　　格



内訳数量表

種別(レベル３) ： 小型マンホール工 No2小型マンホール工 1 箇所当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 1箇所当り

【労務】

小型マンホール設置工 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 箇所 1 1 マンホール深0.99m

本管径200mm 鋳鉄製防護蓋設置費有

【資材】

塩ビ製小型マンホール 個 1 1

立上り管 VUφ300 L=600 本 1 1

防護蓋 φ400 FCD製 T-14 個 1 1

鉄蓋+受枠

台座 個 1 1

リング 個 1 1

内蓋 塩ビ製φ300用 個 1 1

自在継手 VUφ200(RR)用 個 1 1

再生骨材 φ0～40mm級 t=90 m2 1 0.73

発砲ポリエチレン φ318×φ400×60

(レベル５)

再生プラスチック φ610×φ550×60

2-2　小型マンホール工(塩ビ製)　数量表

耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製

φ200-300h (RR) 30°曲り左

規　　　　　格



内訳数量表

種別(レベル３) ： 小型マンホール工 No1～No3取付管布設工 3 箇所当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 1箇所当り

【労務】

小型マンホール設置工 底部会合形式 マンホール深さ2m以下 箇所 3 1 マンホール深1.05m～1.06m

本管径200mm 鋳鉄製防護蓋設置費有

【資材】

塩ビ製小型マンホール φ200×150-300h (RR) 個 3 1

90°合流自在継手　右

立上り管 VUφ300 L=600 本 3 1

防護蓋 φ400 FCD製 T-14 個 3 1

鉄蓋+受枠

台座 個 3 1

リング 個 3 1

内蓋 塩ビ製φ300用 個 3 1

受口プラグ φ150用 個 3 1

再生骨材 φ0～40mm級 t=90 m2 2 0.73

発砲ポリエチレン φ318×φ400×60

規　　　　　格

(レベル５)

2-3　小型マンホール工(塩ビ製)　数量表

耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製

再生プラスチック φ610×φ550×60



内訳数量表

種別(レベル３) ： 小型マンホール工 No3小型マンホール工 1 箇所当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 1箇所当り

【労務】

小型マンホール設置工 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 箇所 1 1 マンホール深1.07m

本管径200mm 鋳鉄製防護蓋設置費有

【資材】

塩ビ製小型マンホール φ200-300h (RR) ST　自在型 個 1 1

立上り管 VUφ300 L=600 本 1 1

防護蓋 φ400 FCD製 T-14 個 1 1

鉄蓋+受枠

台座 個 1 1

リング 個 1 1

内蓋 塩ビ製φ300用 個 1 1

再生骨材 φ0～40mm級 t=90 m2 1 0.73

種別(レベル３) ： 縁石復旧工 35.2 ｍ当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 10m当り

舗装止縁石 150×170×590 W=35kg/本(0.59m) ｍ 35 10.00

有材使用

基礎材 再生骨材0～40mm級 t=60 ｍ2 7 2.00

均しコンクリート C-1 t=50 ｍ2 7 2.00

型枠 均しコンクリート型枠 ｍ2 4 1.00

2-4　小型マンホール工(塩ビ製)　数量表

再生プラスチック φ610×φ550×60

発砲ポリエチレン φ318×φ400×60

3-1　舗装止縁石　数量表

規　　　　　格

(レベル５)

規　　　　　格

(レベル５)

耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製



3.　管　渠　工　



(レベル２)　 管渠工(開削)

(レベル３)　 (レベル４)　 (レベル５)　

種　　別 細　　別 規　　格 単位 合  計 摘　要

管路土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ 53.9 53.9

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ 30.7 30.7

(発生土処理)
BH山積0.13(平積0.10)㎥
+2tDT ㎥ 19.7 19.7

管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ200(RR) ｍ 37.2 37.2

マンホール削孔接続 φ250 t=150 箇所 1 1

【資材】

直管(片受) VUφ200(RR) L=4 000 本 12 12

直管(プレーンエンド) VUφ200 L=1184 本 (1) (1) 残管使用

ベンド(片受) VUφ200 θ=5 5/8° 個 3 3 継手工

管基礎工 砂基礎 VUφ200 ｍ 37.0 37.0 当り調書有り

管路土留工 (建込簡易土留)
掘削深1.5m以下
掘削幅0.95m ｍ 15.2 15.2

(建込簡易土留)
掘削深1.5m以下
掘削幅1.70m ｍ 21.8 21.8

管 渠 工 集 計 表

SP4.58
～SP42.13



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工(開削) 管路土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ①区間 1.6×2.95 = 4.72 ㎥ 53.9 標準断面×延長

②区間 1.0×15.19 = 15.19

③区間 1.8×18.86 = 33.95

Σ = 53.86

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ①区間 0.8×2.95 = 2.36 ㎥ 30.7 標準断面×延長

②区間 0.5×15.19 = 7.60

③区間 1.1×18.86 = 20.75

Σ = 30.71

(発生土処理) BH山積0.13(平積0.10)㎥ 掘削部 53.86 = 53.86 ㎥ 19.7

+2tDT 埋戻し部 -30.71/0.9 = -34.12 

　 Σ = 19.74

管路土工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



管路土工

略　　　　　　　　　　図

塩ビ製小型マンホール 塩ビ製小型マンホール
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工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工(開削) 管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ200(RR) 37.15 = 37.15 ｍ 37.2

マンホール削孔接続 φ250 t=150 1 = 1 箇所 1

【資材】

直管(片受) VUφ200(RR) L=4 000 1+2+1+2+1+2+1+2 本 12

残管： 2.82+2.38+3.07+1.71+3.26+0.90+2.12+1.00 = 17.26m

直管(プレーンエンド) VUφ200 L=1184 1 本 (1) 残管使用

ベンド(片受) VUφ200 θ=5 5/8° 3 個 3 継手工

管基礎工 砂基礎 VUφ200 基礎延長 37.15-0.15 = 37.00 ｍ 37.0 当り調書有り

管布設工、管基礎工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



管布設工、管基礎工

略　　　　　　　　　　図
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工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工(開削) 管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 建込,引抜延長 15.19 = 15.19 ｍ 15.2 (H=1.20m)

掘削幅0.95m

(建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 建込,引抜延長 2.95+18.86 = 21.81 ｍ 21.8 (H=1.00～1.20m)

掘削幅1.70m

　

管路土留工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



管渠工(開削) - 管基礎工

（　10 ｍ　当り）

0.36×10.00 3.60 3.60 ｍ3

0.95×10.00 9.50 9.50 ｍ2

汚水管基礎 (VUφ200)
略 図

規 格 作 業 土 工
種 別

数 量 区 分 算 出 基 礎 小 計 数 量 単位 摘 要
（レベル５）

　砂基礎 人力施工

細　　　　別
（レベル４）

  (床仕上げ) 人力

VUφ200

汚水管

簡
易
土
留

10
0

人力施工

砂基礎

10
0

簡
易
土
留

21
6

41
6

950

A=0.36m2



4.　マ　ン　ホ　ー　ル　工　



(レベル２)　 マンホール工

(レベル３)　 小型マンホール工

(レベル４)　 (レベル5)　  No.  No.  No1取付管  No2取付管  No3取付管  No.  No.  No.  No.  No.  No.  No.

細　　別 規　　格 単位 1 2
布設工 布設工 布設工

3 合  計

SP 5.14 7.13 13.34 23.17 30.84 33.32

ｍ 0.87 0.99 1.05 1.06 1.06 1.07

立上り管
必要立管長

ｍ 0.40 0.52 0.52 0.54 0.54 0.60

VUφ300
使用立管長
400mm 本 1 1
使用立管長
600mm 本 1 1 1 1 1 5
FCD製
T-14　φ400 個 1 1 1 1 1 1 6
FCD製
T-25　φ400 個

台座
再生プラスチック
φ610×φ550×60 個 1 1 1 1 1 1 6

リング
発砲ポリエチレン
φ318×φ400×60 個 1 1 1 1 1 1 6

内蓋
塩ビ製
φ300用 個 1 1 1 1 1 1 6

インバート
耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製
ST  自在型 個 1 1

φ200-300h
耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製
30°曲り　左 個 1 1
耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製
30°曲り　右 個 1 1

インバート
耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製
90°合流自在継手　右 1 1 1 3

φ200×150-300h

自在継手 VUφ200(RR)用 個 1 1 2

受口プラグ φ150用 個 1 1 1 3

再生骨材
φ0～40mm級
t=90 m2 0.73 0.73 0.73 0.73 0.73 0.73 4.38

鉄蓋・受枠

 小 型 マ ン ホ ー ル ( 塩 ビ 製 ) 集 計 表

測     点

塩ビﾏﾝﾎｰﾙ深(H)



5.　付　帯　工



付 帯 工 集 計 表

(レベル２)　 付帯工

(レベル３)　 (レベル４)　 (レベル５)　

種　　別 細　　別 規　　格 単位 合  計 摘　要

アスファルト舗装復旧工 凍上抑制層(歩道部) 再生骨材0～40mm級 t=270 ㎡ 56.8 56.8

表層(歩道部)
再生 密粒度アスコン t=30
プライムコート ㎡ 56.8 56.8

縁石復旧工 舗装止縁石 有材使用 ｍ 35.2 35.2 当り調書有り

作業土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ 12.2 12.2

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ 9.1 9.1

(発生土処理)
BH山積0.13(平積0.10)㎥
+2tDT ㎥ 2.0 2.0

構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し 鉄筋構造物 ㎥ 0.01 0.01

無筋構造物 ㎥ 0.5 0.5

構造物撤去工 (ヒューム管撤去) φ200 W=103kg/本(2m) ｍ 36.8 36.8

(公共桝撤去) φ300×H1080 箇所 3 3

(インターロッキングブロック撤去) 200×200×60 ㎡ 56.8 56.8

(舗装止縁石撤去) 150×170×590 W=35kg/本(0.59m) ｍ 35.2 35.2 再設置有り

運搬処理工 (殻運搬) コンクリート(有筋) ㎥ 0.8 0.8

(t) 2.2 2.2

コンクリート(無筋) ㎥ 3.9 3.9

(t) 9.2 9.2

鉄くず t 0.1 0.1

(殻処分) コンクリート(有筋) ㎥ 0.8 0.8

(t) 2.2 2.2

コンクリート(無筋) ㎥ 3.9 3.9

(t) 9.2 9.2

鉄くず t 0.1 0.1

産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート(有筋)受入費 t 2.2 2.2

コンクリート(無筋)受入費 t 9.2 9.2

鉄くず受入費 t 0.1 0.1

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 掘削幅0.80m ｍ 15.2 15.2

SP4.58～
SP42.13



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

付帯工 アスファルト舗装復旧工 凍上抑制層(歩道部)
再生骨材0～40mm級
ｔ＝270 56.80 = 56.80 ㎡ 56.8

表層(歩道部)
再生 密粒度アスコン
t=30 プライムコート 56.80 = 56.80 ㎡ 56.8

縁石復旧工 舗装止縁石 有材使用 35.23 = 35.23 ｍ 35.2 当り調書有り

作業土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ 撤去区間 0.8×15.19 = 12.15 ㎥ 12.2

(管路埋戻) 機械投入埋戻し 撤去区間 0.6×15.19 = 9.11 ㎥ 9.1

(発生土処理)
BH山積0.13(平積0.10)
㎥+2tDT 掘削部 12.15 = 12.15 ㎥ 2.0

埋戻し部 -9.11/0.9 = -10.12 

Σ = 2.03

構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し 鉄筋構造物 V 0.25^2×3.14／4×0.15 = 0.01 ㎥ 0.01 マンホール削孔

W 0.01×2.50ｔ = 0.03 t 1箇所

無筋構造物 V 0.20×0.07×35.23 = 0.49 ㎥ 0.5
舗装止縁石
(モルタル+均し)

W 0.49×2.35ｔ = 1.15 t

構造物撤去工 (ヒューム管撤去) φ200 36.83 = 36.83 ｍ 36.8 鉄筋構造物

W=103kg/本(2m) V (0.254^2-0.200^2)/4×3.14×36.83 = 0.71 ㎥

W 103/2×36.83/1000 = 1.90 t

(公共桝撤去) φ300×H1080 3 = 3 箇所 3

W=96kg/m V (0.366^2-0.300^2)/4×3.14×1.00×3 = 0.10 ㎥ 鉄筋構造物

W 96×1.00×3/1000 = 0.29 t

化粧蓋(W=35kg) W 35×3/1000 = 0.11 t 鉄くず
(インターロッキング

ブロック撤去) 200×200×60 A 56.80 = 56.80 ㎡ 56.8 無筋構造物

V 56.80×0.06 = 3.41 ㎥

W 3.41×2.35ｔ = 8.01 t

(舗装止縁石撤去) 150×170×590 35.23 = 35.23 ｍ 35.2 再設置有り

W=35kg/本(0.59m)

付帯工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要

No4-1



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

運搬処理工 (殻運搬) コンクリート(有筋) V 0.01+0.71+0.10 = 0.82 ㎥ 0.8

W 0.03+1.90+0.29 = 2.22 t

コンクリート(無筋) V 0.49+3.41 = 3.90 ㎥ 3.9

W 1.15+8.01 = 9.16 t

鉄くず W 0.11 = 0.11 t 0.11

(殻処分) コンクリート(有筋) V 0.01+0.71+0.10 = 0.82 ㎥ 0.8

W 0.03+1.90+0.29 = 2.22 t

コンクリート(無筋) V 0.49+3.41 = 3.90 ㎥ 3.9

W 1.15+8.01 = 9.16 t

鉄くず W 0.11 = 0.11 t 0.11

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 建込,引抜延長 15.19 = 15.19 ｍ 15.2 (H=1.20m)

掘削幅0.80m

付帯工
No4-2

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要
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付帯工

略　　　　　　　　　　図
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工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

付帯工 産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート(有筋)受入費 2.22 = 2.22 t 2.2 構造物撤去工より

コンクリート(無筋)受入費 9.16 = 9.16 t 9.2 構造物撤去工より

鉄くず受入費 0.11 = 0.11 t 0.1 構造物撤去工より

　

産業廃棄物処理工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



付帯工 -縁石復旧工

（　10 ｍ　当り）

有材使用 W=35kg/本(0.59m) 10.00 10.00 10.00 ｍ

t=60 0.20×10.00 2.00 2.00 ｍ2

t=50 2.00 2.00 ｍ2

0.05×2×10.00 1.00 1.00 ｍ2

細　　　　別
（レベル４）

0.20×10.00

型枠 均しコンクリート型枠

均しコンクリート C-1

基礎材 再生骨材0～40mm級

舗装止縁石 150×170×590

単位 摘 要
（レベル５）

舗装止縁石
略 図

規 格 作 業 土 工
種 別

数 量 区 分 算 出 基 礎 小 計 数 量
60

50
20

17
0

30
0

200

150

基礎材 再生骨材0～40mm級

均しコンクリート C-1

敷モルタル

舗装止縁石(有材使用)
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1.　数　量　集　計　表



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 管渠工(開削)

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

管路土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ ㎥ 64

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ ㎥ 43

(発生土処理) BH山積0.13(平積0.10)㎥+2tDT ㎥ ㎥ 17

管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ250(RR) ｍ ｍ 29

【資材】

直管(片受) VUφ250(RR) L=4 000 本 本 8

陶管用継手 φ250用 個 個 1

両受ソケット VU(RR)φ250用 L=550～600 個 個 特注品 1

管基礎工 砂基礎 VUφ250 ｍ ｍ 29 1-1

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深2.0m以下 掘削幅1.00m ｍ ｍ 19

掘削深2.0m以下 掘削幅1.60m ｍ ｍ 6

掘削深2.0m以下 掘削幅2.00m ｍ ｍ 5

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 備　　考



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 マンホール工

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

小型マンホール工 小型マンホール(塩化ビニル製) マンホール径300mm 箇所 箇所 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 本管径250mm 3 2-1～2-2

鋳鉄製防護蓋設置費有

小型マンホール(塩化ビニル製) マンホール径300mm 箇所 箇所 底部会合形式 マンホール深さ2m以下 本管径250mm 2 2-3～2-4

鋳鉄製防護蓋設置費有

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 備　　考



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 取付管およびます工

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

取付管路土工 (管路掘削) m
3

m
3

0.3

(管路埋戻) m3 m3 機械投入埋戻し 0.1

(発生土処理) m3 m3 0.2

取付管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ100(RR) ｍ ｍ 0.2

VUφ200(RR) ｍ ｍ 0.4

【資材】

硬質塩化ビニル管 VUφ100(RR) 取付管形 L=800 本 本 1

取付管基礎工 砂基礎 VUφ100 ｍ ｍ 0.6 3-1

VUφ200 ｍ ｍ 0.4 3-2

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 備　　考

BH山積0.13(平積0.10)㎥

BH山積0.13(平積0.10)㎥+2tDT



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 付帯工

No2-1

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

アスファルト舗装復旧工 下層路盤(歩道部)
再生骨材0～40mm級
ｔ＝270 ㎡ ㎡ 57

表層(歩道部)
再生 密粒度アスコン
t=30 プライムコート ㎡ ㎡ 57

凍上抑制層(車道部) 火山灰 t=350 ㎡ ㎡ 0.1

下層路盤(車道部) 再生骨材40mm級 t=500 ㎡ ㎡ 0.1

上層路盤(車道部)
再生アスファルト安定処理
t=60 プライムコート ㎡ ㎡ 0.1

基層(車道部)
再生 粗粒度アスコン
t=50 タックコート ㎡ ㎡ 0.1

表層(車道部)
再生 密粒度アスコン
t=40 タックコート ㎡ ㎡ 0.1

コンクリート舗装復旧工 C-4 t=150 ㎥ ㎥ 0.04

縁石復旧工 車道用縁石 Ⅰ型 有材使用 ｍ ｍ 2 4-1

舗装止縁石 有材使用 ｍ ｍ 27 4-2

作業土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ ㎥ 30

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ ㎥ 29

(不足土) BH山積0.13(平積0.10)㎥+2tDT ㎥ ㎥ 2

構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し 無筋構造物 ㎥ ㎥ 1

舗装版破砕工 (舗装版切断) As t=15cm以下 ｍ ｍ 5

舗装版破砕 As t=15cm以下 ㎡ ㎡ 1

構造物撤去工 (ヒューム管撤去) φ250 W=131kg/本(2m) ｍ ｍ 30

(マンホール撤去) φ600×φ900×H1850 箇所 箇所 2

(公共桝撤去) RCφ300×H1000 箇所 箇所 2

(インターロッキングブロック撤去) 200×200×60 ㎡ ㎡ 56

(車道用縁石Ⅰ型撤去) 200/260×250×790 W=100kg/本(0.79m) ｍ ｍ 2 再設置有り

(舗装止縁石撤去) 150×170×590 W=35kg/本(0.59m) ｍ ｍ 27 再設置有り

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 備　　考



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 付帯工

No2-2

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

運搬処理工 (殻運搬) コンクリート(有筋) ㎥ ㎥ 3

(t) (t) 6.6

コンクリート(無筋) ㎥ ㎥ 4

(t) (t) 9.2

アスファルト ㎥ ㎥ 0.03

(t) (t) 0.1

鉄くず t t 0.2

(殻処分) コンクリート(有筋) ㎥ ㎥ 3

(t) (t) 6.6

コンクリート(無筋) ㎥ ㎥ 4

(t) (t) 9.2

アスファルト ㎥ ㎥ 0.03

(t) (t) 0.1

鉄くず t t 0.2

産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート(有筋)受入費 t t 6.6

コンクリート(無筋)受入費 t t 9.2

アスファルト受入費 t t 0.1

鉄くず受入費 t t 0.2

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深2.0m以下 掘削幅0.85m ｍ ｍ 16

掘削深2.0m以下 掘削幅1.80m ｍ ｍ 4

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 備　　考



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 支障物件

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

宅地境界標 箇所 箇所 SP2.17(L) 撤去・再設置 1

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 備　　考



2.　内　訳　数　量　表



内訳数量表 (2)

種別(レベル３) ： 管基礎工 28.7 ｍ当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 10m当り

砂基礎 人力施工 ｍ3 12 4.10

(床仕上げ) 人力 ｍ2 29 10.00

種別(レベル３) ： 小型マンホール工 No1小型マンホール工 1 箇所当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 1箇所当り

【労務】

小型マンホール設置工 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 箇所 1 1 マンホール深1.67m

本管径250mm 鋳鉄製防護蓋設置費有

【資材】

塩ビ製小型マンホール 個 1 1

立上り管 VUφ300 L=1200 本 1 1

防護蓋 φ400 FCD製 T-14 個 1 1

鉄蓋+受枠

台座 個 1 1

リング 個 1 1

内蓋 塩ビ製φ300用 個 1 1

再生骨材 φ0～40mm級 t=90 m2 1 0.77

1-1　汚水管基礎(VUφ250)　数量表

規　　　　　格

(レベル５)

2-1　小型マンホール工(塩ビ製)　数量表

規　　　　　格

(レベル５)

φ250-300h (RR) 90°曲り左 自在型

耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製

再生プラスチック φ610×φ550×60

発砲ポリエチレン φ318×φ400×60



内訳数量表 (2)

種別(レベル３) ： 小型マンホール工 No2,3小型マンホール工 2 箇所当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 1箇所当り

【労務】

小型マンホール設置工 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 箇所 2 1 マンホール深1.66m～1.72m

本管径250mm 鋳鉄製防護蓋設置費有

【資材】

塩ビ製小型マンホール 個 2 1

立上り管 VUφ300 L=1200 本 2 1

防護蓋 φ400 FCD製 T-14 個 2 1

鉄蓋+受枠

台座 個 2 1

リング 個 2 1

内蓋 塩ビ製φ300用 個 2 1

再生骨材 φ0～40mm級 t=90 m2 2 0.77

2-2　小型マンホール工(塩ビ製)　数量表

規　　　　　格

(レベル５)

φ250-300h (RR) ST 自在型

耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製

再生プラスチック φ610×φ550×60

発砲ポリエチレン φ318×φ400×60



内訳数量表 (2)

種別(レベル３) ： 小型マンホール工 No1取付管布設工 1 箇所当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 1箇所当り

【労務】

小型マンホール設置工 底部会合形式 マンホール深さ2m以下 箇所 1 1 マンホール深1.70m

本管径250mm 鋳鉄製防護蓋設置費有

【資材】

フリーインバートマス φ250P-300h パイプ長さ1600 個 1 1

防護蓋 φ400 FCD製 T-14 個 1 1

鉄蓋+受枠

台座 個 1 1

リング 個 1 1

内蓋 塩ビ製φ300用 個 1 1

フリーインバート用 φ300-250 個 1 1

自在支管

自在継手 VUφ100(RR)用 個 1 1

VUφ250(RR)用 個 1 1

ホルソー受口 100R-300 個 1 1

再生骨材 φ0～40mm級 t=90 m2 1 0.77

2-3　小型マンホール工(塩ビ製)　数量表

規　　　　　格

(レベル５)

塩化ビニル製

再生プラスチック φ610×φ550×60

発砲ポリエチレン φ318×φ400×60



内訳数量表 (2)

種別(レベル３) ： 小型マンホール工 No2取付管布設工 1 箇所当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 1箇所当り

【労務】

小型マンホール設置工 底部会合形式 マンホール深さ2m以下 箇所 1 1 マンホール深1.62m

本管径250mm 鋳鉄製防護蓋設置費有

【資材】

フリーインバートマス φ250P-300h パイプ長さ1500 個 1 1

防護蓋 φ400 FCD製 T-14 個 1 1

鉄蓋+受枠

台座 個 1 1

リング 個 1 1

内蓋 塩ビ製φ300用 個 1 1

フリーインバート用 φ300-200 個 1 1

自在支管

自在継手 VUφ250(RR)用 個 1 1

再生骨材 φ0～40mm級 t=90 m2 1 0.77

2-4　小型マンホール工(塩ビ製)　数量表

規　　　　　格

(レベル５)

塩化ビニル製

再生プラスチック φ610×φ550×60

発砲ポリエチレン φ318×φ400×60



内訳数量表 (2)

種別(レベル３) ： 取付管基礎工 0.6 ｍ当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 10m当り

砂基礎 人力施工 ｍ3 0.1 1.80

(床仕上げ) 人力 ｍ2 0.4 6.00

種別(レベル３) ： 取付管基礎工 0.4 ｍ当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 10m当り

砂基礎 人力施工 ｍ
3 0.1 2.10

(床仕上げ) 人力 ｍ2 0.2 6.00

3-1　取付管基礎(VUφ100)　数量表

規　　　　　格

(レベル５)

3-2　取付管基礎(VUφ200)　数量表

規　　　　　格

(レベル５)



内訳数量表 (2)

種別(レベル３) ： 縁石復旧工 2.0 ｍ当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 10m当り

車道用縁石Ⅰ型 200/260×250×790 W=100kg/本(0.79m) ｍ 2 10.00

有材使用

基礎コンクリート C-1 t=130 ｍ2 1 4.00

型枠 均しコンクリート型枠 ｍ2 1 2.60

4-1　車道用縁石Ⅰ型　数量表

規　　　　　格

(レベル５)



内訳数量表 (2)

種別(レベル３) ： 縁石復旧工 27.2 ｍ当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 10m当り

舗装止縁石 150×170×590 W=35kg/本(0.59m) ｍ 27 10.00

有材使用

基礎材 再生骨材0～40mm級 t=60 ｍ2 5 2.00

均しコンクリート C-1 t=50 ｍ2 5 2.00

型枠 均しコンクリート型枠 ｍ2 3 1.00

4-2　舗装止縁石　数量表

規　　　　　格

(レベル５)



3.　管　渠　工　



(レベル２)　 管渠工(開削)

(レベル３)　 (レベル４)　 (レベル５)　

種　　別 細　　別 規　　格 単位 合  計 摘　要

管路土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ 64.2 64.2

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ 42.9 42.9

(発生土処理)
BH山積0.13(平積0.10)㎥
+2tDT ㎥ 16.6 16.6

管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ250(RR) ｍ 28.7 28.7

【資材】

直管(片受) VUφ250(RR) L=4 000 本 8 8

陶管用継手 φ250用 個 1 1 継手工

両受ソケット
VU(RR)φ250用
L=550～600 個 1 1 継手工、特注品

管基礎工 砂基礎 VUφ250 ｍ 28.7 28.7 当り調書有り

管路土留工 (建込簡易土留)
掘削深2.0m以下
掘削幅1.00m ｍ 18.5 18.5

(建込簡易土留)
掘削深2.0m以下
掘削幅1.60m ｍ 6.3 6.3

(建込簡易土留)
掘削深2.0m以下
掘削幅2.00m ｍ 5.0 5.0

管 渠 工 集 計 表

SP0.00
～SP28.53



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工(開削) 管路土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ①区間 1.7×18.53 = 31.50 ㎥ 64.2 標準断面×延長

②区間 3.3×4.98 = 16.43

③区間 2.6×6.26 = 16.28

Σ = 64.21

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ①区間 1.1×18.53 = 20.38 ㎥ 42.9 標準断面×延長

②区間 2.5×4.98 = 12.45

③区間 1.6×6.26 = 10.02

Σ = 42.85

(発生土処理) BH山積0.13(平積0.10)㎥ 掘削部 64.21 = 64.21 ㎥ 16.6

+2tDT 埋戻し部 -42.85/0.9 = -47.61 

　 Σ = 16.60

管路土工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



管路土工

略　　　　　　　　　　図
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工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工(開削) 管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ250(RR) 28.69 = 28.69 ｍ 28.7

【資材】

直管(片受) VUφ250(RR) L=4 000 3+1+2+2 本 8

残管： 3.60+0.18+2.80 = 6.58m

陶管用継手 φ250用 1 個 1 継手工

両受ソケット
VU(RR)φ250用
L=550～600 1 個 1 継手工、特注品

管基礎工 砂基礎 VUφ250 基礎延長 28.69 = 28.69 ｍ 28.7 当り調書有り

管布設工、管基礎工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



管布設工、管基礎工

略　　　　　　　　　　図
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管布設工、管基礎工

略　　　　　　　　　　図



管布設工、管基礎工

　※特注品

略　　　　　　　　　　図



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工(開削) 管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深2.0m以下 建込,引抜延長 18.53 = 18.53 ｍ 18.5 (H=1.90m)

掘削幅1.00m

(建込簡易土留) 掘削深2.0m以下 建込,引抜延長 6.26 = 6.26 ｍ 6.3 (H=1.80m)

掘削幅1.60m

(建込簡易土留) 掘削深2.0m以下 建込,引抜延長 4.98 = 4.98 ｍ 5.0 (H=1.80m)

掘削幅2.00m

　

管路土留工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



管渠工(開削) - 管基礎工

（　10 ｍ　当り）

0.41×10.00 4.10 4.10 ｍ3

1.00×10.00 10.00 10.00 ｍ2

汚水管基礎 (VUφ250)
略 図

細　　　　別 規 格 作 業 土 工
種 別

数 量 区 分 算 出 基 礎 小 計 数 量 単位 摘 要
（レベル４） （レベル５）

　砂基礎 人力施工

  (床仕上げ) 人力

簡
易
土
留

汚水管

VUφ250

簡
易
土
留

10
0

26
7

1 000
人力施工

砂基礎

10
0

46
7

A=0.41m2



4.　マ　ン　ホ　ー　ル　工　



(レベル２)　 マンホール工

(レベル３)　 小型マンホール工

(レベル４)　 (レベル5)　  No.  No.  No1取付管  No.  No2取付管  No.  No.  No.  No.  No.  No.  No.

細　　別 規　　格 単位 1 2
布設工

3
布設工

合  計

SP 1.09 6.12 14.75 19.32 28.53

ｍ 1.67 1.72 1.70 1.66 1.62

立上り管
必要立管長

ｍ 1.14 1.19 1.13
VUφ300 使用立管長

1200mm 本 1 1 1 3
FCD製
T-14　φ400 個 1 1 1 1 1 5
FCD製
T-25　φ400 個

台座
再生プラスチック
φ610×φ550×60 個 1 1 1 1 1 5

リング
発砲ポリエチレン
φ318×φ400×60 個 1 1 1 1 1 5

内蓋
塩ビ製
φ300用 個 1 1 1 1 1 5

インバート
耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製
ST  自在型 個 1 1 2

φ250-300h 耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製
90°曲り　左　自在型 個 1 1

フリーインバートマス 塩化ビニル製 パイプ長さ1500HC 個 1 1
φ250P-300h

塩化ビニル製 パイプ長さ1600HC 個 1 1

自在継手 VUφ100(RR)用 100R×100P 個 1 1

VUφ250(RR)用 250R×250P 個 1 1 2

フリーインバート用 本管径φ200 立上り管φ300用 個 1 1
自在支管

本管径φ250 立上り管φ300用 個 1 1

ホルソー受口 100R-300 個 1 1

再生骨材
φ0～40mm級
t=90 m

2
0.77 0.77 0.77 0.77 0.77 3.85

 小 型 マ ン ホ ー ル ( 塩 ビ 製 ) 集 計 表

測     点

塩ビﾏﾝﾎｰﾙ深(H)

鉄蓋・受枠



5.　取付管およびます工　



(レベル２)　 取付管およびます工

(レベル３)　 (レベル４)　 (レベル５)　  No.  No.  No.  No.  No.  No.

種　　別 細　　別 規　　格 単位 1 2 合  計 摘　要

SP 14.75 28.53

取付管路土工 ( 管 路 掘 削 ) BH山積0.13(平積0.10)㎥ m3 0.3 0.3

( 管 路 埋 戻 ) 機械投入埋戻し m3 0.1 0.1

( 発 生 土 処 理 )
BH山積0.13(平積0.10)㎥
+2tDT m3 0.2 0.2

取付管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ100(RR) ｍ 0.2 0.2

VUφ200(RR) ｍ 0.4 0.4

【資材】

硬質塩化ビニル管
VUφ100(RR)
取付管形L=800 本 1 1

取付管基礎工 砂 基 礎 VUφ100 ｍ 0.6 0.6 当り調書有り

砂 基 礎 VUφ200 ｍ 0.4 0.4 当り調書有り

取 付 管 お よ び ま す工 集 計 表

測     点



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

取付管およびます工 取付管路土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ 0.7×0.46 = 0.32 ㎥ 0.3

(管路埋戻) 機械投入埋戻し 0.3×0.46 = 0.14 ㎥ 0.1

(発生土処理) BH山積0.13(平積0.10)㎥ 0.32-0.14/0.9 = 0.16 ㎥ 0.2

+2tDT

取付管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ100(RR) 0.24 = 0.24 ｍ 0.2

【資材】

硬質塩化ビニル管 VUφ100(RR) 1 = 1 本 1 L=240

取付管形L=800

取付管基礎工 砂基礎 VUφ100 基礎延長 0.60 = 0.60 ｍ 0.6 当り調書有り

取付管およびます工
No1取付管布設工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



取付管およびます工 No1取付管布設工

略　　　　　　　　　　図

本管径φ250 立上り管φ300

フリーインバートマス

塩化ビニル製

汚水本管VUφ250

ゴム輪受口直管
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1
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既設下水道管(取付管)

VUφ100

ゴム輪受口直管

取付管形
VUφ100 L=240
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基礎材延長
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土工延長
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界 道路側(歩道)



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

取付管およびます工 取付管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ200(RR) 0.35 = 0.35 ｍ 0.4 既設管再設置

取付管基礎工 砂基礎 VUφ200 基礎延長 0.38 = 0.38 ｍ 0.4 当り調書有り

取付管およびます工
No2取付管布設工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



取付管およびます工 No2取付管布設工

略　　　　　　　　　　図
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既設下水道管(取付管)
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本管径φ250 立上り管φ300

フリーインバートマス

塩化ビニル製

汚水本管VUφ250

ゴム輪受口直管
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取付管およびます工 -取付管基礎工

（　10 ｍ　当り）

0.18×10.00 1.80 1.80 ｍ3

0.60×10.00 6.00 6.00 ｍ2

取付管基礎 (VUφ100)
略 図

細　　　　別 規 格 作 業 土 工
種 別

数 量 区 分 算 出 基 礎 小 計 数 量 単位 摘 要
（レベル４） （レベル５）

　砂基礎 人力施工

  (床仕上げ) 人力

汚水取付管

VUφ100

10
0

10
0

11
4

31
4

600

人力施工

砂基礎

A=0.18m2



取付管およびます工 -取付管基礎工

（　10 ｍ　当り）

0.21×10.00 2.10 2.10 ｍ3

0.60×10.00 6.00 6.00 ｍ2

取付管基礎 (VUφ200)
略 図

細　　　　別 規 格 作 業 土 工
種 別

数 量 区 分 算 出 基 礎 小 計 数 量 単位 摘 要
（レベル４） （レベル５）

　砂基礎 人力施工

  (床仕上げ) 人力

10
0

600

人力施工

砂基礎

汚水取付管

10
0

VUφ200

2
16 41
6

A=0.21m2



6.　付　帯　工



付 帯 工 集 計 表

(レベル２)　 付帯工 No2-1

(レベル３)　 (レベル４)　 (レベル５)　

種　　別 細　　別 規　　格 単位 合  計 摘　要

アスファルト舗装復旧工 下層路盤(歩道部)
再生骨材0～40mm級
ｔ＝270 ㎡ 56.7 56.7

表層(歩道部)
再生 密粒度アスコン
t=30 プライムコート ㎡ 56.7 56.7

凍上抑制層(車道部)
火山灰
t=350 ㎡ 0.1 0.1

下層路盤(車道部)
再生骨材40mm級
t=500 ㎡ 0.1 0.1

上層路盤(車道部)
再生アスファルト安定処理
t=60 プライムコート ㎡ 0.1 0.1

基層(車道部)
再生 粗粒度アスコン
t=50 タックコート ㎡ 0.1 0.1

表層(車道部)
再生 密粒度アスコン
t=40 タックコート ㎡ 0.1 0.1

コンクリート舗装復旧工 C-4 t=150 ㎥ 0.04 0.04

縁石復旧工 車道用縁石 Ⅰ型 有材使用 ｍ 2.0 2.0 当り調書有り

舗装止縁石 有材使用 ｍ 27.2 27.2 当り調書有り

作業土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ 30.3 30.3

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ 29.4 29.4

(不足土)
BH山積0.13(平積0.10)㎥
+2tDT ㎥ 2.3 2.3

構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し 無筋構造物 ㎥ 0.5 0.5

舗装版破砕工 (舗装版切断) As t=15cm以下 ｍ 4.6 4.6

舗装版破砕 As t=15cm以下 ㎡ 0.7 0.7

構造物撤去工 (ヒューム管撤去) φ250 W=131kg/本(2m) ｍ 30.4 30.4

(マンホール撤去) φ600×φ900×H1850 箇所 2 2

(公共桝撤去) RCφ300×H1000 箇所 2 2

(インターロッキングブロック撤去) 200×200×60 ㎡ 56.0 56.0

(車道用縁石Ⅰ型撤去) 200/260×250×790 W=100kg/本(0.79m) ｍ 2.0 2.0 再設置有り

(舗装止縁石撤去) 150×170×590 W=35kg/本(0.59m) ｍ 27.2 27.2 再設置有り

SP0.00～
SP28.53



付 帯 工 集 計 表

(レベル２)　 付帯工 No2-2

(レベル３)　 (レベル４)　 (レベル５)　

種　　別 細　　別 規　　格 単位 合  計 摘　要

運搬処理工 (殻運搬) コンクリート(有筋) ㎥ 2.6 2.6

(t) 6.6 6.6

コンクリート(無筋) ㎥ 3.9 3.9

(t) 9.2 9.2

アスファルト ㎥ 0.03 0.03

(t) 0.1 0.1

鉄くず t 0.2 0.2

(殻処分) コンクリート(有筋) ㎥ 2.6 2.6

(t) 6.6 6.6

コンクリート(無筋) ㎥ 3.9 3.9

(t) 9.2 9.2

アスファルト ㎥ 0.03 0.03

(t) 0.1 0.1

鉄くず t 0.2 0.2

産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート(有筋)受入費 t 6.6 6.6

コンクリート(無筋)受入費 t 9.2 9.2

アスファルト受入費 t 0.1 0.1

鉄くず受入費 t 0.2 0.2

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深2.0m以下 ｍ 16.1 16.1

掘削幅0.85m

(建込簡易土留) 掘削深2.0m以下 ｍ 3.6 3.6

掘削幅1.80m

SP0.00～
SP28.53



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

付帯工 アスファルト舗装復旧工 下層路盤(歩道部)
再生骨材0～40mm級
ｔ＝270 0.66+56.04 = 56.70 ㎡ 56.7

表層(歩道部)
再生 密粒度アスコン
t=30 プライムコート 0.66+56.04 = 56.70 ㎡ 56.7

凍上抑制層(車道部)
火山灰
t=350 0.07 = 0.07 ㎡ 0.1

下層路盤(車道部)
再生骨材40mm級
t=500 0.07 = 0.07 ㎡ 0.1

上層路盤(車道部)
再生アスファルト安定処
理 t=60 プライムコート 0.07 = 0.07 ㎡ 0.1

基層(車道部)
再生 粗粒度アスコン
t=50 タックコート 0.07 = 0.07 ㎡ 0.1

表層(車道部)
再生 密粒度アスコン
t=40 タックコート 0.07 = 0.07 ㎡ 0.1

コンクリート舗装復旧工 C-4 t=150 0.28×0.15 = 0.04 ㎥ 0.04 コンクリートたたき

縁石復旧工 車道用縁石 Ⅰ型 有材使用 2.00 = 2.00 ｍ 2.0 当り調書有り

舗装止縁石 有材使用 27.19 = 27.19 ｍ 27.2 当り調書有り

作業土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ①区間 3.2×1.8-3.14/4×1.14^2×1.79 = 3.93 ㎥ 30.3

②区間 1.4×16.06 = 22.48

③区間 3.2×1.8-3.14/4×1.14^2×1.79 = 3.93

Σ = 30.34

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ①区間 2.8×1.8 = 5.04 ㎥ 29.4

②区間 1.2×16.06 = 19.27

③区間 2.8×1.8 = 5.04

Σ = 29.35

(不足土)
BH山積0.13(平積0.10)
㎥+2tDT 掘削部 30.34 = 30.34 ㎥ 2.3

埋戻し部 -29.35/0.9 = -32.61 

Σ = -2.27

付帯工
No7-1

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し 無筋構造物 V （(0.26+0.40)/2×0.02+0.40×0.13)×2.00 = 0.12 ㎥ 0.5
車道用Ⅰ型縁石
(モルタル+均し)

V 0.20×0.07×27.19 = 0.38
舗装止縁石
(モルタル+均し)

V 0.17×0.15 = 0.03 コンクリートたたき

Σ = 0.53

W 0.53×2.35ｔ = 1.25 t

舗装版破砕工 (舗装版切断) As t=15cm以下 t=30 3.65 = 3.65 m 4.6 歩道部

t=110 0.90 = 0.90 車道部

Σ = 4.55

舗装版破砕 As t=15cm以下 t=30 0.66 = 0.66 ㎡ 0.7 歩道部

t=110 0.07 = 0.07 車道部

Σ = 0.73

密粒度アスコン
V

t=30 0.66×0.03 = 0.020 歩道部

マカダム
V

t=60 0.07×0.06 = 0.004 車道部

トペカ
V

t=50 0.07×0.05 = 0.004 車道部

Σ = 0.03 ㎥

密粒度アスコン
V

t=30 0.020×2.35 = 0.05 歩道部

マカダム
V

t=60 0.004×2.30 = 0.01 車道部

トペカ
V

t=50 0.004×2.30 = 0.01 車道部

Σ = 0.07 t

付帯工
No7-2

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

構造物撤去工 (ヒューム管撤去) φ250 2.20+28.23 = 30.43 ｍ 30.4 鉄筋構造物

W=131kg/本(2m) V (0.306^2-0.250^2)/4×3.14×30.43 = 0.74 ㎥

W 131/2×30.43/1000 = 1.99 t

(マンホール撤去) φ600×φ900×H1850 2 = 2 箇所 2 1号マンホール

φ600×φ900×H1850 V 0.88×2 = 1.76 ㎥ 鉄筋構造物

V 0.01×2 = 0.02 ㎥ 無筋構造物

φ600×φ900×H1850 W 2.20×2 = 4.40 t 鉄筋構造物

W 0.02×2 = 0.04 t 無筋構造物

鉄蓋(T-25) W 74×2/1000 = 0.15 t 鉄くず

 W=74kg/1枚

(公共桝撤去) RCφ300×H1000 2 = 2 箇所 2

RCφ300 V 96/2500×2 = 0.08

 W=96kg/本(1m)

コンクリート蓋 V 20/2500×1 = 0.01

 W=20kg/1枚

Σ = 0.09 ㎥ 鉄筋構造物

RCφ300 W 96×2/1000 = 0.19

 W=96kg/本(1m)

コンクリート蓋 W 20×1/1000 = 0.02

 W=20kg/1枚

Σ = 0.21 t 鉄筋構造物

化粧蓋(鋳鉄製) W 35×1/1000 = 0.04 t 鉄くず

 W=35kg/1枚

付帯工
No7-3

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）
(インターロッキング

ブロック撤去) 200×200×60 A 56.04 = 56.04 ㎡ 56.0 無筋構造物

V 56.04×0.06 = 3.36 ㎥

W 3.36×2.35ｔ = 7.90 t

(車道用縁石Ⅰ型撤去) 200/260×250×790 2.00 = 2.00 ｍ 2.0 再設置有り

W=100kg/本(0.79m)

(舗装止縁石撤去) 150×170×590 27.19 = 27.19 ｍ 27.2 再設置有り

W=35kg/本(0.59m)

運搬処理工 (殻運搬) コンクリート(有筋) V 0.74+1.76+0.09 = 2.59 ㎥ 2.6

W 1.99+4.40+0.21 = 6.60 t

コンクリート(無筋) V 0.53+0.02+3.36 = 3.91 ㎥ 3.9

W 1.25+0.04+7.90 = 9.19 t

アスファルト V 0.03 = 0.03 ㎥ 0.03

W 0.07 = 0.07 t

鉄くず W 0.15+0.04 = 0.19 t 0.19

(殻処分) コンクリート(有筋) V 0.74+1.76+0.09 = 2.59 ㎥ 2.6

W 1.99+4.40+0.21 = 6.60 t

コンクリート(無筋) V 0.53+0.02+3.36 = 3.91 ㎥ 3.9

W 1.25+0.04+7.90 = 9.19 t

アスファルト V 0.03 = 0.03 ㎥ 0.03

W 0.07 = 0.07 t

鉄くず W 0.15+0.04 = 0.19 t 0.19

付帯工
No7-4

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深2.0m以下 建込,引抜延長 16.06 = 16.06 ｍ 16.1 (H=1.80m)

掘削幅0.85m

(建込簡易土留) 掘削深2.0m以下 建込,引抜延長 1.80+1.80 = 3.60 ｍ 3.6 (H=1.90m)

掘削幅1.80m

付帯工
No7-5

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



付帯工 No7-6

略　　　　　　　　　　図
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国道SP=121.34国道SP=93.92

②区間起点
既設下水道接続点

2BP=0.00

②区間

合

既設HP管φ250撤去 L=28.23m既設マンホール撤去

1号マンホ－ル

既設マンホール撤去

1号マンホ－ル
SP1.09

建込簡易土留

建込簡易土留

SP
18

.0
9

SP
2.

03

SP
1.

09

SP
18

.0
9

SP
-0

.4
4

建込簡易土留建込簡易土留

建込簡易土留

倉

W=1.80m H=1.90m L=1.80m
W=1.00m H=1.90m L=18.53m

建込簡易土留

No1取付管布設工No3小型マンホール工No2取付管布設工

90°L(自在型) 250-300ST(自在型) 250-300
250P-300250P-300

538

1
08

8

支障物件

境界標

撤去・再設置
SP2.17(L)

既
設

HP
管

φ
25

0撤
去

L=
2.

20
m

舗装取壊し・復旧面積(As) A=0.66m2

既設公共桝撤去

既設公共桝撤去

SP13.53

SP14.75

2EP

2IP5

5 163

舗装止縁石撤去・復旧延長

8 909

既設M4

汚
仕

IA
=3
- 4

9 -
3 8

2EP=28.53

2I
P5
= 1

9 .
6 2

SP28.53

SP30.23

ST(自在型) 250-300

SP19.32

IA
=0

-1
4-

45

SP
23

.0
7

L=27.19m

舗装取壊し・復旧面積(IR) A=56.04m2

SP
29

.3
3

SP
31

.1
3

W=2.00m H=1.80m L=4.98m

SP0.00～SP28.53 L=28.53m

網走ハイヤー

φ
30

0

撤去土工②区間
撤去土工①区間

舗装版切断

t=30 L=3.65m

撤去土工③区間

W=1.60m H=1.80m L=6.26m

車道用縁石Ⅰ型撤去・復旧延長

L=2.00m

舗装取壊し・復旧面積(車道部As) A=0.07m2

舗装版切断 t=110 L=0.90m

舗装取壊し面積(Co) A=0.17m2

舗装復旧面積(Co) A=0.28m2

W=0.85m H=1.80m L=16.06m

W=1.80m H=1.90m L=1.80m



付帯工 No7-7

略　　　　　　　　　　図

φ1.14

既設

撤去土工②区間 撤去土工①③区間

L=16.06m

□1.80

1.
55 1.

85

1.
79

CA= 3.2
FA= 2.8

60
24

0IR
歩道歩道

L=1.80m

MH=1.74m

60

24
0IR

0.85

FA= 1.2
CA= 1.4

RC-1種

W=96kg/m

1
00

0

□420
化粧蓋

鋳鉄製
W=35kg

80

□420

RC-1種

W=96kg/m

φ300

1
00

0

コンクリート蓋

W=20kg

70

φ300

直壁φ600

調整モルタル
鉄蓋（T-25）

斜 壁

20
0

11
0

1
05

0
34

5
10

0 45

1
85

0

W=74kg

SP14.75

公共桝6

SP13.53

公共桝既設M5,6

S=1/20

既設公共桝詳細図
撤去撤去

既設マンホール詳細図
S=1/20

【取壊し数量】
[鉄筋構造物]

直 壁

120 120900

直壁：V＝(1.14^2-0.60^2)×3.14／4×0.10＝0.07m3

側壁+底版

斜壁：V＝(1.14^2-((0.90+0.60)/2)^2)×3.14／4×0.345＝0.20m3
直壁(側壁+底版)：V＝(1.14^2-0.90^2)×3.14／4×1.05+1.14^2×3.14／4×0.20＝0.61m3
∑V＝0.88m3

W＝0.88(m3)×2.50(t/m3)＝2.20t

[無筋構造物]

1140

270 600 270

800

調整モルタル：V＝(0.80^2-0.60^2)×3.14/4×0.045＝0.01m3

W＝0.01(m3)×2.35(t/m3)＝0.02t

SP 1.09
SP30.23



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

付帯工 産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート(有筋)受入費 6.60 = 6.60 t 6.6 構造物撤去工より

コンクリート(無筋)受入費 9.19 = 9.19 t 9.2 構造物撤去工より

アスファルト受入費 0.07 = 0.07 t 0.1 構造物撤去工より

鉄くず受入費 0.19 = 0.19 t 0.2 構造物撤去工より

　

産業廃棄物処理工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



付帯工 -縁石復旧工

（　10 ｍ　当り）

有材使用 W=100kg/本(0.79m) 10.00 10.00 10.00 ｍ

t=130 4.00 4.00 ｍ2

0.13×2×10.00 2.60 2.60 ｍ2

車道用縁石Ⅰ型
略 図

細　　　　別 規 格 作 業 土 工
種 別

数 量 区 分 算 出 基 礎 小 計 数 量 単位 摘 要
（レベル４） （レベル５）

車道用縁石Ⅰ型 200/260×250×790

基礎コンクリート C-1 0.40×10.00

型枠 均しコンクリート型枠

60 200

R=30

10

10

敷モルタル

260

C-1

基礎コンクリート

40 100

400

20
0

20
50

13
0



付帯工 -縁石復旧工

（　10 ｍ　当り）

有材使用 W=35kg/本(0.59m) 10.00 10.00 10.00 ｍ

t=60 0.20×10.00 2.00 2.00 ｍ2

t=50 2.00 2.00 ｍ2

0.05×2×10.00 1.00 1.00 ｍ2

舗装止縁石
略 図

細　　　　別 規 格 作 業 土 工
種 別

数 量 区 分 算 出 基 礎 小 計 数 量 単位 摘 要
（レベル４） （レベル５）

舗装止縁石 150×170×590

基礎材 再生骨材0～40mm級

均しコンクリート C-1 0.20×10.00

型枠 均しコンクリート型枠

60
50

20
17

0

30
0

200

150

基礎材 再生骨材0～40mm級

均しコンクリート C-1

敷モルタル

舗装止縁石(有材使用)



7.　支　障　物　件



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

宅地境界標 SP2.17(L) 1 = 1 箇所 1 撤去・再設置

　

支障物件

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



令　和　８　年　度

網走市公共下水道枝線管渠布設替工事

一般国道39号、244号

【①区間】単独事業費施工分

数 量 計 算 書

令　和　８　年　４ 月

網　　走　　市
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【管路工事】

１ 　 数　量　集　計　表

２ 内　訳　数　量　表

３ 管　渠　工

４ 付　帯　工



1.　数　量　集　計　表



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 管渠工(開削)

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

管路土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ ㎥ 11

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ ㎥ 8

(発生土処理) BH山積0.13(平積0.10)㎥+2tDT ㎥ ㎥ 2

管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ200(RR) ｍ ｍ 6

既設管削孔接続 φ200 t=28 箇所 箇所 1

【資材】

直管(片受) VUφ200(RR) L=4 000 本 本 2

ベンド(片受) VUφ200 θ=45° 個 個 1

90°支管 ヒュ－ム管用、自在型、200(RR) 個 個 1

管基礎工 砂基礎 VUφ200 ｍ ｍ 5 1-1

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 掘削幅0.95m ｍ ｍ 2

掘削深3.5m以下 掘削幅0.95m ｍ ｍ 3

備　　考

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 付帯工

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

アスファルト舗装復旧工 凍上抑制層(車道部) 火山灰 t=350 ㎡ ㎡ 5

下層路盤(車道部) 再生骨材40mm級 t=500 ㎡ ㎡ 5

上層路盤(車道部)
再生アスファルト安定処理 t=60
プライムコート ㎡ ㎡ 5

基層(車道部)
再生 粗粒度アスコン
t=50 タックコート ㎡ ㎡ 5

表層(車道部)
再生 密粒度アスコン
t=40 タックコート ㎡ ㎡ 5

縁石復旧工 車道用縁石 Ⅰ型 有材使用 ｍ ｍ 1 2-1

構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し 無筋構造物 ㎥ ㎥ 0.1

舗装版破砕工 (舗装版切断) As t=15cm以下 ｍ ｍ 11

舗装版破砕 As t=15cm以下 ㎥ ㎥ 5

構造物撤去工 (ヒューム管撤去) φ200 W=103kg/本(2m) ｍ ｍ 6

(車道用縁石Ⅰ型撤去)
200/260×250×790
W=100kg/本(0.79m) ｍ ｍ 1 再設置有り

運搬処理工 (殻運搬) コンクリート(無筋) ㎥ ㎥ 0.1

(t) (t) 0.1

アスファルト ㎥ ㎥ 0.6

(t) (t) 1.4

(殻処分) コンクリート(無筋) ㎥ ㎥ 0.1

(t) (t) 0.1

アスファルト ㎥ ㎥ 0.6

(t) (t) 1.4

産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート(有筋)受入費 t t 0.1

アスファルト受入費 t t 1.4

備　　考

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計



2.　内　訳　数　量　表



内訳数量表

種別(レベル３) ： 管基礎工 4.6 ｍ当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 10m当り

砂基礎 人力施工 ｍ3 2 3.60

(床仕上げ) 人力 ｍ2 4 9.50

種別(レベル３) ： 縁石復旧工 1.1 ｍ当り

細　　　　　別 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

(レベル４) 全体 10m当り

車道用縁石Ⅰ型 200/260×250×790 W=100kg/本(0.79m) ｍ 1 10.00

有材使用

基礎コンクリート C-1 t=130 ｍ2 0.4 4.00

型枠 均しコンクリート型枠 ｍ2 0.3 2.60

2-1　車道用縁石Ⅰ型　数量表

(レベル５)

1-1　汚水管基礎(VUφ200)　数量表

規　　　　　格

(レベル５)

規　　　　　格



3.　管　渠　工　



(レベル２)　 管渠工(開削)

(レベル３)　 (レベル４)　 (レベル５)　

種　　別 細　　別 規　　格 単位 合  計 摘　要

管路土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ㎥ 10.7 10.7

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ㎥ 7.7 7.7

(発生土処理)
BH山積0.13(平積0.10)㎥
+2tDT ㎥ 2.1 2.1

管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ200(RR) ｍ 5.5 5.5

既設管削孔接続 φ200 t=28 箇所 1 1

【資材】

直管(片受) VUφ200(RR) L=4 000 本 2 2

ベンド(片受) VUφ200 θ=45° 個 1 1 継手工

90°支管
ヒュ－ム管用
自在型、200(RR) 個 1 1 継手工

管基礎工 砂基礎 VUφ200 ｍ 4.6 4.6 当り調書有り

管路土留工 (建込簡易土留)
掘削深1.5m以下
掘削幅0.95m ｍ 2.1 2.1

(建込簡易土留)
掘削深3.5m以下
掘削幅0.95m ｍ 2.9 2.9

管 渠 工 集 計 表

SP4.58
～SP42.13



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工(開削) 管路土工 (管路掘削) BH山積0.13(平積0.10)㎥ ①区間 3.1×2.92 = 9.05 ㎥ 10.7 標準断面×延長

②区間 0.8×2.09 = 1.67

Σ = 10.72

(管路埋戻) 機械投入埋戻し ①区間 2.5×2.92 = 7.30 ㎥ 7.7 標準断面×延長

②区間 0.2×2.09 = 0.42

Σ = 7.72

(発生土処理) BH山積0.13(平積0.10)㎥ 掘削部 10.72 = 10.72 ㎥ 2.1

+2tDT 埋戻し部 -7.72/0.9 = -8.58 

　 Σ = 2.14

管路土工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



管路土工

略　　　　　　　　　　図

L=2.49m I=1020.1‰ 

塩ビ製小型マンホール 塩ビ製小型マンホール

No1小型マンホール工 No2小型マンホール工

SP5.14 SP7.13

1IP1=5.14 1IP2=7.13

30°R 200-300 30°L 200-300

(ヒューム管用)

(自在型)
200(RR)

No1継手工

90°支管
SP0.00

(推定位置)
既設NTTケーブル

上水道GP50

上水道φ100
(推定)

(推定)

No2継手工

200(RR)
45°ベンド

T T

T

SP2.49

IA=29-49-36 IA=29-59-17

5 136 1 996

5°5/8ベンド 5°5/8ベンド5°5/8ベンド
SP22.72SP21.54SP14.82

塩ビ製小型マンホール 塩ビ製小型マンホール

SP13.34 SP23.17

1IP3=13.65 1IP4=14.82 1IP5=21.54 1IP6=22.72

200(RR) 200(RR)200(RR)

200-300

No3継手工 No4継手工 No5継手工

塩ビ製小型マンホール

SP33.32

ST(自在型) 200-300

EL=3.11

1IP7=23.48

1IP9=33.60

TT

(推定位置)
既設NTTケーブル

塩ビ製小型マンホール

200-300

SP30.84

1IP8=31.15

上水道GP50
(推定)
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既設管HPφ250

1×4 000+3 000+1 184 = 8 1841×4 000+3 100 = 7 1001×4 000+2 288 = 6 2881×4 000+1 624 = 5 624

国道SP=217101.12
1BP=0.00

①区間起点
既設下水道合流点

既設RM1
既設マンホール(□800×800)

国道SP=217142.92
1EP=42.13

①区間

SP0.00～SP42.13 L=42.13m

網走市単独事業区間

SP-0.43～SP4.58 L=5.01m

①区間終点

建込簡易土留
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-0
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建込簡易土留

W=0.95m H=1.20m L=15.19m W=1.70m H=1.20m L=18.86m

No1取付管布設工 No2取付管布設工 No3取付管布設工 No3小型マンホール工

90°合流(自在型)(R) 200-300 90°合流(自在型)(R) 90°合流(自在型)(R)

T

T T

TT

計画ケーブル位置

既設NTTケーブル
(推定位置)

DL=0.00

SP4.58～SP42.13 L=37.55m

補助事業対象区間
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2
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2

縦断面図
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①区間 土工延長=2.92m ②区間 土工延長=2.09m
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MH(平均掘削高)=9.97/2.92=3.41m MH(平均掘削高)=2.00/2.09=0.96m
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CA= 3.1
FA= 2.5

0.95

130
500
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新設既設
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41

6 MH=0.96m

CA= 0.8
FA= 0.2



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工(開削) 管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ200(RR) 5.52 = 5.52 ｍ 5.5

既設管削孔接続 φ200 t=28 1 = 1 箇所 1

【資材】

直管(片受) VUφ200(RR) L=4 000 1+1 本 2

残管： 1.19+2.26 = 3.45m

ベンド(片受) VUφ200 θ=45° 1 個 1 継手工

90°支管 ヒュ－ム管用 1 個 1 継手工

自在型、200(RR)

管基礎工 砂基礎 VUφ200 基礎延長 2.49+2.09 = 4.58 ｍ 4.6 当り調書有り

管布設工、管基礎工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



管布設工、管基礎工

略　　　　　　　　　　図

L=2.49m I=1020.1‰ 

塩ビ製小型マンホール 塩ビ製小型マンホール
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1IP1=5.14 1IP2=7.13
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45°ベンド

T T

T

SP2.49

IA=29-49-36 IA=29-59-17
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工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工(開削) 管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 建込,引抜延長 2.09 = 2.09 ｍ 2.1 (H=1.00m)

掘削幅0.95m

(建込簡易土留) 掘削深3.5m以下 建込,引抜延長 2.92 = 2.92 ｍ 2.9 (H=3.50m)

掘削幅0.95m

　

管路土留工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



管渠工(開削) - 管基礎工

（　10 ｍ　当り）

0.36×10.00 3.60 3.60 ｍ3

0.95×10.00 9.50 9.50 ｍ2  (床仕上げ) 人力

単位 摘 要
（レベル５）

　砂基礎 人力施工

細　　　　別
（レベル４）

汚水管基礎 (VUφ200)
略 図

規 格 作 業 土 工
種 別

数 量 区 分 算 出 基 礎 小 計 数 量

VUφ200

汚水管

簡
易
土
留

10
0

人力施工

砂基礎

1
00

簡
易
土
留

2
16 41
6

950

A=0.36m2



4.　付　帯　工



付 帯 工 集 計 表

(レベル２)　 付帯工

(レベル３)　 (レベル４)　 (レベル５)　

種　　別 細　　別 規　　格 単位 合  計 摘　要

アスファルト舗装復旧工 凍上抑制層(車道部)
火山灰
t=350 ㎡ 4.6 4.6

下層路盤(車道部)
再生骨材40mm級
t=500 ㎡ 4.6 4.6

上層路盤(車道部)
再生アスファルト安定処理
t=60 プライムコート ㎡ 4.6 4.6

基層(車道部)
再生 粗粒度アスコン
t=50 タックコート ㎡ 4.6 4.6

表層(車道部)
再生 密粒度アスコン
t=40 タックコート ㎡ 4.6 4.6

縁石復旧工 車道用縁石 Ⅰ型 有材使用 ｍ 1.1 1.1 当り調書有り

構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し 無筋構造物 ㎥ 0.1 0.1

舗装版破砕工 (舗装版切断) As t=15cm以下 ｍ 10.9 10.9

舗装版破砕 As t=15cm以下 ㎡ 4.6 4.6

構造物撤去工 (ヒューム管撤去) φ200 W=103kg/本(2m) ｍ 5.5 5.5

(車道用縁石Ⅰ型撤去)
200/260×250×790
W=100kg/本(0.79m) ｍ 1.1 1.1 再設置有り

運搬処理工 (殻運搬) コンクリート(無筋) ㎥ 0.1 0.1

(t) 0.1 0.1

アスファルト ㎥ 0.6 0.6

(t) 1.4 1.4

(殻処分) コンクリート(無筋) ㎥ 0.1 0.1

(t) 0.1 0.1

アスファルト ㎥ 0.6 0.6

(t) 1.4 1.4

産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート(無筋)受入費 t 0.1 0.1

アスファルト受入費 t 1.4 1.4

SP0.00～
SP4.58



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

付帯工 アスファルト舗装復旧工 凍上抑制層(車道部)
火山灰
t=350 4.64 = 4.64 ㎡ 4.6

下層路盤(車道部)
再生骨材40mm級
t=500 4.64 = 4.64 ㎡ 4.6

上層路盤(車道部)
再生アスファルト安定処
理 t=60 プライムコート 4.64 = 4.64 ㎡ 4.6

基層(車道部)
再生 粗粒度アスコン
t=50 タックコート 4.64 = 4.64 ㎡ 4.6

表層(車道部)
再生 密粒度アスコン
t=40 タックコート 4.64 = 4.64 ㎡ 4.6

縁石復旧工 車道用縁石 Ⅰ型 有材使用 1.10 = 1.10 ｍ 1.1 当り調書有り

構造物取壊し工 コンクリート構造物取壊し 無筋構造物 V （(0.26+0.40)/2×0.02+0.40×0.13)×1.10 = 0.06 ㎥ 0.1
車道用Ⅰ型縁石
(モルタル+基礎コン)

W 0.06×2.35ｔ = 0.14 t

舗装版破砕工 (舗装版切断) As t=15cm以下 t=130 10.86 = 10.86 ｍ 10.9

舗装版破砕 As t=15cm以下 t=130 4.64 = 4.64 ㎡ 4.6

細粒度ギャップアスコン
V

t=30 4.64×0.03 = 0.14 車道部

粗粒度アスコン
V

t=50 4.64×0.05 = 0.23 車道部

アスマカ
V

t=50 4.64×0.05 = 0.23 車道部

Σ = 0.60 ㎥

細粒度ギャップアスコン
W

t=30 0.14×2.30 = 0.32 車道部

粗粒度アスコン
W

t=50 0.23×2.35 = 0.54 車道部

アスマカ
W

t=50 0.23×2.30 = 0.53 車道部

Σ = 1.39 t

構造物撤去工 (ヒューム管撤去) φ200 5.52 = 5.52 ｍ 5.5 鉄筋構造物

W=103kg/本(2m) V (0.254^2-0.200^2)/4×3.14×5.52 = 0.11 ㎥

W 103/2×5.52/1000 = 0.28 t

(車道用縁石Ⅰ型撤去) 200/260×250×790 1.10 = 1.10 ｍ 1.1 再設置有り

W=100kg/本(0.79m)

運搬処理工 (殻運搬) コンクリート(無筋) V 0.06 = 0.06 ㎥ 0.1

W 0.14 = 0.14 t

アスファルト V 0.60 = 0.60 ㎥ 0.6

W 1.39 = 1.39 t

付帯工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要

No3-1



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

運搬処理工 (殻処分) コンクリート(無筋) V 0.06 = 0.06 ㎥ 0.1

W 0.14 = 0.14 t

アスファルト V 0.60 = 0.60 ㎥ 0.6

W 1.39 = 1.39 t

付帯工
No3-2

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



付帯工

略　　　　　　　　　　図
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舗装切断

t=130 L=10.86m

車道用縁石Ⅰ型撤去・復旧延長

L=1.10m



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

付帯工 産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート(無筋)受入費 0.14 = 0.14 t 0.1 構造物撤去工より

アスファルト受入費 1.39 = 1.39 t 1.4 構造物撤去工より

　

産業廃棄物処理工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



付帯工 -縁石復旧工

（　10 ｍ　当り）

有材使用 W=100kg/本(0.79m) 10.00 10.00 10.00 ｍ

t=130 4.00 4.00 ｍ2

0.13×2×10.00 2.60 2.60 ｍ2

車道用縁石Ⅰ型
略 図

細　　　　別 規 格 作 業 土 工
種 別

数 量 区 分 算 出 基 礎 小 計 数 量 単位 摘 要
（レベル４） （レベル５）

車道用縁石Ⅰ型 200/260×250×790

基礎コンクリート C-1 0.40×10.00

型枠 均しコンクリート型枠

60 200

R=30

1
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10

敷モルタル

260
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基礎コンクリート

40 100

400
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05
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